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く土 層 説 明 凡 例 〉
lしま り .粘 性 は 、 喝 lや や 覇 -+ -や や 強 強ー 、 の 五 段 唐 で 示 した 。
.含 有 物 は 『新 版 横 準 土 色 帖 』 に 従 い 、 粒 状 構 造 は 、 権 小 l小 -+ -:大 l権 大 、
塊 状 構 造 は 、 撞 小 l小 l中 -大 、 に そ れ ぞ れ 分 類 した 。 ま た 、 含 有 割 合 .:つ
いて も 同 権 に 『新 版 棟 準 土 色 帖 』 を 使 用 した が 、 便 宜 鰍 こ1-2%を 権 微 量 、
3-5)1を 微 量 、 7-10%を 少 量 、 15-20-25%を 中 量 、 30-40-505Sを 多 量 と 分 類



































































































































































土 器 型 式 単 粒
部位
残 存度
文 様 の 施 文 エ穏 ほか






胎 土 傭 考
P2-1
口繍 m ~m
(E]綾 部 )単 節 縄 文 RL→ 断 面 三 角 形 の 経
線 による渦 巻 文 →幅 約 4.5mmの 棒 状 工 具
を 用 いた単 沈 線 で楕 円 形 の 区 画 文 。.沈 線
:横 方 向 の 丁 寧
な ナチ
¢1mm以 下 の砂 を 多
量 、c*1m 以 t の 白色








の 一部 は渦 巻 文 をめ ぐる
(胴 部 )草 野 縄 文 RL→幅 約 4mmの 棒 状 工 具
を用 いた2本 - 単 位 の 沈 軌 こよる懸 垂 文




中 期 後 集
加 曽 利 E3式
深 鉢
胴 部
単 師構 文 RL→ 幅 約 4mmの棒 状 工 具 を用 い
た単 沈 鐘 で蛇 行 沈 線 や 懸垂 文 → 懸 垂 文
間 はナ チ による磨 消
こ横 方 向の ナチ
こ10YR3′1
:2.5YR3/2
tf1m 以 下 の砂 を 多
量 、¢lmm以 下 の 白色
粒 、透 明 租 を少 量 。撤
密
1I3と同I 僧 体 か
3
中 期 後 集
加 営 利 E3式
深 鉢 口軽 部 下 瑞
～ 胴 部 上 半
(ロ綾 部 )革 帯 縄 文 RL→ 暗 約 7mmの 棒 状 工
具 を用 いた単 沈 線 を横 位 に 巡 らす
(胴 部 )単 節 縄 文 RL→ 幅約 4mmの 棒 状 工 具
を用 いた 単 沈線 で 蛇行 沈 線 や 懸 垂 文 → 燈
重 文 間 はナ チ による磨 消
=横 方 向の ナ チ
:10YR3′1
:2.5YR3/1
¢ 1m 以 下 の 砂 を多
量 、¢1mm以 下 の 白 色
粒 、透 明 粒 を少 量 e輸
m
1.2と同 一個 体 か
P56-1
中 期 後 美
加 曽 利 E3~ 深 鉢 胴 部 下 卑
草 野 縄 文 LR→ 幅 約 3mmの 棒 状工 具 を用 い
た2本 ー 単 位 の 沈線 による息 重 文 → 懸 垂
文 間 は ナチ による磨 消
:不 定方 向の ナ
丁
こ10YR4′3
¢2mm以 下 の 由 を多
量 、¢ 1mm以 下 の 白 色
E4式
こ10YR2′1 社 、透 明 粒 を微 量 0枚
S
2
中期 後 集 鉢 か . ロ綾 部 ～ 胴
(口 権 部)ナ T による凹 線 =横 方 向 のケ ズ こ10YR3/1
¢ 2n 以下 の 砂 、白 色
粒 を多量 、¢ 1mm以 下
加 曽 利 E3～
巨4式
平 簸 部 上 早 (胴 部 )7本 単 位 の 櫛 歯 状 工具 を 用 いた 集
線 文 を縦 位 や 曲線 状 に 施 文
リ.ナ デ 。口唇
内 面 に 陵
こ7.5YR3′1 の 透 明鞄 を少 量 。轍
m
3 中期 後 薫 漂 鉢 か ロ繰 都 単 師 縄 文 LRを横 位 に施 文
:横 方 向 の ナ
チ 。内 面 肥厚 し
陵 を有 す る
:7.5Y3′1
:10YR7/3
<j>2m 以下 の 砂 、白色
粒 を多 量 、¢ 1mm以下
の 透 明粒 を 少 量 e鞍
fi
4 後 期 後 集 深林 胴 部
幅 約 7.5mmの 竹 管 状工 具 を 用 いた 平行 沈
鰍 こよる集 線 文




¢1mm以 下 の砂 、透 明
粒 を多 量 。鞍 密
5 後 期後 集 深 鉢
PS SIiT SK
～胴 部 上 半
横 位 の 紐 綿 文 → 不 定 方 向 の集 線 文 …ミガ キ
こ10YR2′1
ニ7.5YR2′1
¢1mm以 下 の 砂 を多
Jt、¢1mm以 下 の 白 色
粒 、赤 色 粒 、透 明粒 を
少 量 。轍 密
P78-1
中 期後 集




折 両 月 平 な 隆線 で 口縁 を 区画 、口簸 上 方
で 波 頂 都 を作 出→ 単 節 縄 文 LR→ 腫 級 両
=暗 約 2.5mlの
棒 状 工具 を用
いた 横 方 向 のミ
ガキ
こ10YR2/2
¢ 1mm以 下 の 砂 、白 色
粒 を 多量 、02mm以 下
脇 に刺 粟 による連 錬 す る刻 み 。沈 線 で楕
円形 の 文 様 を描 き沈 線 間 を磨 消
こ7.5YR3′2 の 赤 色 粒 を少 量 。轍
m
2
後 期 後 兼
加 管 制 B式
深 林 口 練 部 下半
集線 文 → 粘 土 紐 貼 付 +連 続 押 圧→ 暗 約 3
の棒 状 工 具 を用 い た沈 線 文 、文 様 内 は
磨 消
=横 方 向 および




¢ 1mm以下 の砂 、白色
粒 を 多 量 0抱 密
3
後 期 改 案 深 鉢 : 口繰 部 ～ 胴
(口能 都 )複 数 本 を単 位 とす る集 線 文 を横
位 および 斜 位 に施 文 → 口繰 上 端 や 下 端 に
粘 土紐 貼 付 +連 続 押 圧 → 幅 約 3mmの 棒 状
=横 方 向 の 丁 寧
なナ チ 棟 数 粂
こ10YR4′2
¢1mm以 下 の砂 を 多
Jt、¢1mm以 下 の 白色
加 曽 利 B式 平 練 fl ア * 工 具を 用 いた 沈 線 文 →沈 線 間 は 磨 消
(胴 部 )抜 数 本 を単 位 とする 条線 文を社 位
に施 文
ニ10YR4′4 粒 、黒 色 粒 、金 色 粒 を
少 量 0轍 密の 明 瞭 なナ 丁
痩
4
後 期 後 菓
加 曽利 日式
深 鉢 = Pttfl
暗 約 4mnの 平行 沈線 による集 線 文 → 口 絵
上 場 に粘 土 紐 貼 付 1一連 横 押 圧 → 幅 約 3mm
の 棒 状 工 具を 用 いた 沈 線 文 → 沈線 間 は磨
消
:横 方 向と斜 位
の ナ チ が 明 瞭
:7.5YR3′2
¢1mm以 下 の 砂 を多
量 、¢1mm以 下 の 白 色
平 漫 ニ7ー5YR4/4 粒 、黒 色 粒 を少 JLe級
m
5
晩 期 前 葉
安 行 3式
深 林 . 日経 部
口縁 上 方 に阜 姉 縄 文 RL、断 面 肩 平 の 隆
を貼 付 +連 続 す る刻 み→ 幅 約 4m の棒 状 工
具 を用 い た沈 線 を 口軽 上 方 お よび 隆糠 雨
.口唇 は=ガ ▼7.5YR4/4
¢1m 以下 の 砂 を 多
量 、¢ 1mm以 下 の 白色
粒 、黒 色 粒 を少 量 。轍
錬 成 前 穿 孔 あ り
波状 キ 。口絵 内 面 7.5YR3/4






土 審 型 式 S サ
部 位
残 荏 度
文 様 の 施 文 工 程 ほ か






胎 土 備 考
6
晩 期 前 葉 深 鉢 =
P SiSS
口繰 上 方 .=草野 縄 文 RL→ 貼 り癖 状 の 突
追 +棒 状 工 具 を用 いた 3本 の 沈線 → 幅 約 3
m の 棒 状 工 具 を用 いた沈 線 で 区 画 文 。鳥 =T 宰 なナ デ こ7.5YR4′3
¢ 1mm以下 の 砂 、¢3
m 以 下 の 白色 粒 を 多安 行 3式 波状 平 な隆 線 を貼 付 +連 続 した 刻 み 日 → 単 軒 日 録 内 面 に権 こ7.5YR3′2 量 、* U 以 下 の 黒 色
縄 文 RL→ 幅 約3mmの 棒 状 工 具 を用 い た沈
線 で曲 線 状 の 文様
やか な 稜 鞄 を少 量 0紘 密
P10ー lー
早 期 後 集
* * * *
深 鉢 胴 部 撫 文
=斜 位 -縦 仕 の
太 い 免 疫




緒 社 を 多量 、¢2mm以
下 の 砂 、白 色 社 、¢1
m 以 下 の 透 明 粒 を少
量 。や や 概 容
2
早 期 後 薫
染 dE文 系 深 鉢 胴 部 無 文
=斜 位 .縦 仕 の
粗 い条 痕




権 錐 を多 量 、¢1mm以
下 の 砂 、白色 粒 、¢ 1
mm以 下 の透 明粒 を 少
量 。や や 轍 密
3
中 期 後 菓
加 甘 利 E式 深 鉢
胴 部 下 半 胴部 下 半 は撚 糸 L→ 幅 約 4m の 棒 状 工 具 :5YR4,′6
¢5mm以 下 の 砂 、¢3
Enm以下 の 白色 軸 を 多
前 半 ～ 底 部 による単 沈 線 を蛇 行 して垂 下 + 蝣? こ7.5YR1.7/1量 、¢2m 以 下 の 黒 色
粒 、¢1mm以 下 の 透 明
社 を少 量 。や や 轍 密
4
中 期 教 案
加 曽 利 E式 深 鉢 胴 部
患 糸 L.→幅
こ5YR4/8
¢5m 以 下 の 砂 、白 色
粒 を多 量 、¢2mm以 下
の 黒 色 粒 4 1mm以 下
約 4mmの 棒 状 工 具 を用 いた 2本




深 鉢 胴 部
革 帯 縄 文 RL→ 幅 約 3mmの 棒 状 工 具 を用 い
た 2本 - 単 位 の 沈 線 による鹿 重 文 → 鹿 重
文 間 はナ チ による磨 消 :T 宰 なナ チ
:10YR3/2
0 3m 以 下 の砂 、4 1
mm以下 の 白色 粒 を 多
量 、<63mi以 下 の 黒 色
社 、¢ 1mm以 下 の 透 明
粒 を少 量 C級 密
加 曹 利E3式 :7.5YR4′3
6
中期 後 薬
加 曽 利 E3式
深 鉢 胴 部
単 姉 縄 文 LR→ 幅 約 3m の 棒 状 工 具 を用 い
た2本 - 単 位 の沈 線 に よる愚 重 文 、轄 約
4.5mmの 棒 状 工 具 に よる革 沈線 を蛇 行 さ
せ 垂 下 → 患 重 文 間 の地 文 齢 肖
=T 宰 な ナT
¢ lmm以 下 の 砂 を 多
量 、¢1mm以 下 の 白 色
粒 、黒 色 粒 、透 明 粒 を




後 期 後 菓




口 繰 部 下 端 こー幅 広 の 徹 隆起 線 を貼 付 →
社 隆起 線 上をヘ ラ状 工 具 ,Iより連 練 刺 突
:パ ケ 状 工 具 に
よる横 位 の 粗
い 引 掻 き
:2.5Y4/2
¢1mm以 下 の 砂 、白 色
粒 、黒 色 粒 を多 量 、4,
1m 以 下 の 透 明 粒 を





後 期 復 業
深 鉢
口籍 部 下
半 ～ 胴 部 上
辛
(口繰 部 下 半 )阜 節 用 文 RL→幅 約 2mmの 棒
状 工 具 による阜 沈 線 を漉 亭 状 に 巡 らす →
口繰 下 端 と区 画 内 は磨 消
(胴 部 上 半 )胴 部 上 端 は ケズ リで段 差 を作
出 → 阜 節 縄 文 RL→ 幅 約2mmの 棒 状 工 具 で
阜 沈 線 を対 弧 状 に 巡 らす 、胴 部 上 方 に幅
約 2mmの 棒 状 工 具 で単 沈 線 を巡 らす → 沈
線 上 下 方 の 連 続 した 刺 突 、弧 状 の 沈強 の
上 方 の 磨 消
=丁 寧 なナ X 、
:10YR3′1
¢ 1m 以 下 の砂 、白 色
粒 を 多 量 、¢ 1mm以 下
の黒 色 粒 、¢3mm以下
の 赤 色 社 を微 量 。轍
m
曽谷 式 か パ ケ 状 工 具 に




後 期 後 葉
深 鉢 口軽 部 下 埼
(口繰 部 下半 )単 姉 縄 文 RL→ 幅 約 2mmの 棒
状 工具 で 阜 沈 糠 を巡 らす → 沈 線 区画 内 の
磨 消
(胴部 上 半 )胴 部 上 端 は ケ ズ リで段 差 を作
出→ 阜 節 縄 文 RL→ 幅 約 2mmの 棒 状 工 具 に
=T 畢 なナ チ 、
パ ケ状 工 具 に :10YR3/2
¢1mm以 下 の 砂 、白色
粒 を多 量 、¢1mm以 下
の 黒 色 粒 、¢3mm以 下
曽挙 式 か ～ 胴 部 中 半 よる単 沈 線 で入 組 状 の 文 様 、胴 部 上 方 は
幅 約 2mmの 棒 状 工 具 で阜 沈 線 を巡 らす →
沈 線 の 上 下 方 に 連続 した刺 突 、区画 内 の
磨 消
よる横 方 向の
調 整 、ヘラ状 工
具 によ るミガキ









































































































































グ リッ ド 早 期 中 期 後 期 晩 期 it
C-lg 0 0 2 8 10
C-ll 1 ll 2 23 37
C-lm 4 10 ll 9 116
C- n 1 7 3 25 36
C-lq 1 2 0 3 6
C-lr 5 7 7 52 71
C-ls 2 26 24 97 149
C-It 1 17 21 55 94
C-lw 0 0 0 1 1
C-lx 0 ll s 48 67
C-ly 1 3 8 8 30
サ ブ トレ 2 2 20 10 46 s





















































































































































































































































































































































































































































































































36 C-1s 晩期 se 鞍部
特約4mmの棒状工具を用いた沈線、つまみ こミガキ 10YR2′1 ¢Inn以下の石













晩期中葉 深鉢 胴部 革肝縄文LR→幡約6mmの棒状工具を用い こミガキ 10YR3′1
¢0.5mm以下の石
英粒、雲母片、白
前浦式 た沈線によるrの」の字状文様 .ケズリ 7.5YR4′4 色社子を多量。蝕
」














安行38式 R+幅約4mmの棒状工具を用いた刻み +=f 10YR3′3 粒。轍密
































































































































No. 器 種 出 土 地 石 材
法皇
備 考長 さ 幅 厚 さ 重 量
1 縦 長 剥 片 P78 黒 曜 石 45mm 37mm llmm 16.6e 末 端 欠 損
2 石 鍍 溝 状 遺 構
0-1t チ ヤI ト . 14mm 14mm 3mm 0.5g 完 形 、 凹基 無 量
3 石 棒 溝 状遺 構
C-1t
粘 板 岩 79mm 23mm 2r.m 5.3g 節 理 面 に沿 っ て 欠損
4 砥 石 か
溝 状 遺 構
iC-lnl
砂 岩 78mm 50mm 22mm蝣 93 5音 下 半 部 欠 損
5 砥 石 か C-1n 砂 岩 43mm 40mm 18mm tー>Oc 4と 接 合
6 鼓 石 溝 状 遺 構
(0-1s)
頁 岩 58mm 23mm 9mm 19.< 上 下 の 端 部 に 寂 打
下半部は光沢がなく、同一剥離面でも
光沢がある部分とない部分が存在す
る。2は凹基無茎石鉄である。 全体的
に正三角形に近い形態で、断面はレン
ズ状を呈する。 なお、図示してないが、
玉髄製の有茎石鉄も1点出土してい
・i>,-
3は後期に比定される石棒である。
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第14図　剥片類の石材別使用状況
約2mmの厚さで節理面に沿って板状に
欠損している。 頭部の上・下部に沈線状の陰刻が2本ずつ施されている。 表面はよく磨かれており、
特に下半部では擦痕が顕著に認められるo先端部には蔽打痕も見られるが、これは研磨の前段階の
ものと考えられる。 4と5は同一個体の接合資料である。 正面・裏面ともに研磨面が存在しているこ
とから砥石と判断した。 残存部位から隅丸方形に近い形態が予想されるが、中央部付近から左側が
すぼまるように狭くなる不規則な形態であるo裏面は若干赤みを帯びており、正面に比べ、所々表
面が剥げ(トーン貼付部分)、ざらついている。 ただし、正面下半部には1箇所凹みが見られ、石斧
など砥石以外の用途も考えられる。 6は、上下の端部に蔽打痕があることから蔽石とみなした。
最後に石材について概略する。 遣物全体では黒曜石・チャートが40点と最も多く、他に、緑泥片
岩、頁岩や玉髄などの石材が使用されている。 剥片類(剥片石器・剥片のほか砕片も含む)を石材
別に見ても、黒曜石とチャートが主体的に用いられている(第14図)。
今回出土した資料のうち、有茎石鉄や石棒に限れば、戸ノ内貝塚の中心的な時期と大きな相違の
ない結果が出ている。 今後も、来期調査予定である住居跡推定遺構の出土遺物を中心に継続的に分
析を行いたい。(新海達也)
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4. 第3次調査の成果と課題
①成果
【溝状遺構】
今次の戸ノ内貝塚調査の大きな成果の一つと位置づけられる。第2次調査段階では遺構の立ち上
がりの一部と遺構全体の確認にとどまっていたが、今次調査によって、溝状遺構のほぼ全容を捉え
ることができた。それらについては既述の通りであるが、当該遺構が周溝の一部であり、出土遺物
から古墳時代中期から後期に位置づけられることが判明した。今後は遺構内から検出された多数の
土坑と当該遺構との関連性の解明や、既に削平されたと考えられる墳丘の形状、規模や容積等を検
討したい。また、2007年度以降も引き続き、発掘区における同時併存した他の遺構の検出を併行さ
せてゆく予定である。
【土坑】
土坑は今次の調査によって、新たに約100基を確認することができ、第2次調査時の確認・発掘し
た土坑を合わせると174基を数えた。そのうち今次は8基の発掘調査を行った。これらのうち、今報
告ではP2、PIOl、P56、P107、P78を取り上げた。これらは今次調査によって発掘が行われた他の
土坑の様相をよく示しており、また第1次、第2次調査の発掘成果と概ね歩を一にするといえる。
これまで本学が発掘調査を進めてきた発掘区には、多くの土坑群が埋蔵されていることが判明し、
それらの多くは中期後葉段階の加曽利E式期と後期後菓段階の安行式期の所産である可能性が高い
と推察される。特に、本稿で取り上げたP78のような最大径が100cm内外で底面までの深さが
200cmを超える土坑は、発掘調査以外に少なくとも数基の埋蔵を確認している。これらの土坑を含
め、2007年度発掘調査によって、かかる土坑群の分布と戸ノ内貝塚における機能、さらには印旗沼
北岸城における戸ノ内貝塚のあり方について解明を進めてゆく必要がある。
【住居跡推定遺構】
当該遺構は、溝状遺構に南接し遺構の約3分の1強が溝状遺構の構築によって破壊されている○第
2次調査においては確認には至らなかったが、今次の発掘調査によって新たに埋蔵を確認することが
できた。
遺構規模は現段階では長径が約6m、短径が5mの楕円形を呈する。今次調査では当該遺構
に伴うと考えられる明確な炉跡は検出されていないが、遺構全面に焼土と焼骨を含む微細な動物遺
存体の破片が分布している。
当該遺構の帰属時期は、遺構確認段階から縄文時代晩期相当の遺物が多く検出されていること、
同様に、溝状遺構出土遺物のうち、当該遺構に接するグリッドから縄文時代晩期相当の土器の出土
が突出していることなどを考慮すれば、縄文時代晩期に属する住居跡の可能性が高いと考えられる。
仮に晩期の住居跡ということになれば、戸ノ内貝塚の過去の調査事例からみても当該期の遺構の検
出は初出ということとなり、戸ノ内貝塚を含む印播沼北岸城の縄文時代晩期の様相解明に踏み込む
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②課題
【土坑の配置とプラン認定】
これまで本学が行ってきた戸ノ内貝塚の発掘区は多数の土坑群が埋蔵されていることが明らかに
なりつつある。土坑群は平面形態や確認時の土色等で大きく縄文時代中期後菓段階と後期後業段階
に比定することができる。それらは実際の発掘調査によって概ね傾向が一致していることからも肯
首される。それらを踏まえた上で中期後葉段階と後期後菓段階にそれぞれ比定される土坑群をまと
めると以下のようになる。
まず、中期後菓段階の土坑群の分布は発掘区東側にややまとまりがあり、かつ、それらが縦列に
分布する傾向が窺える。現段階では発掘区の南側から北側へP2、PIOl、P108、P106、PllO、P113、
P119、P52、P149などが該当する。これらのうち発掘調査をおこなった土坑はP2とPlOlのみでは
あるが、おそらく概ね同時期の所産によると判断される。こ らの土坑は平面形が略円形もしくは
不整楕円形を呈し、規模も不均一であるがボーリングステッキでの底面確認等によっても概ね
100cm内外で底面に達する傾向にある。なお、同様の土坑はかつて印旗村史編纂委員会によって行
われた戸ノ内貝塚の発掘調査においても検出されている。土坑からの出土遣物がごく僅少なため所
属時期の特定はなされていないが、類似土坑が当遺跡の他箇所においても存在する可能性がある。
次に、後期後業段階に比定される土坑群は、平面形態、規模から大きく2つに分類することがで
きる○一方は平面形態が略円形ないし崩れた楕円形で、平面の規模が概ね直径30-70cm、底面ま
での深さが160cm-200cm程度のものであり、他方は平面形態が略円形から楕円形で、平面規模は
概ね100-120cm、底面までの深さが200cm以上のものである。断面形は底面から上方へかけ緩や
かに開くものが多いが、第2次調査時に検出されたp35、P45は円柱状を呈し、底面にさらに掘り込
みがなされている。いずれも中期後葉から後期後菓段階の遣物が混在するが、後期安行式期に属す
る土器片が多数出土していることが共通しており、おそらく安行式期を中心とした利用が推測され
る。
ただし、現段階では未だそれらの土坑群の具体的な機能や土坑の配置とプランを特定するには至
っておらず、調査事例を暫時追加しながら検討を続けている2007年度調査において、土坑群のよ
り精赦な発掘調査とともに、プラン配置等の特定を目指すこととしたい。(井出浩正)
おわりに
今回の成果報告で強調したのは、縄文時代後・晩期の遺構群のあり方についてであった。晩期に
属すると考えられる竪穴住居跡、掘立柱建物跡の可能性を秘めた多数の土坑群などが明らかにされ
た。
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残念なことに、それらの後・晩期社会を映す遺構群は、後世の古墳築造により、一部を破壊され
たことが判明した。しかし、異なる時代、時期の遺構の重複は遺跡の宿命であり、むしろそれらの
時期区分と遺構構築の順序を正しく把握することが課題になってきたといえよう。溝状遺構より多
数の縄文後・晩期の土器が検出されたが、それらは本来的に帯状遺構に共伴するのではなく、近接
する竪穴住居跡を破壊した後に覆土に混じって再堆積したことが、混入したわずかな土師器によっ
て証明された。これは、ある意味では幸いであった。
というのも、溝状遺構の時代が決定できない
まま、道路状遺構のような縄文時代の遺構の可能性を残したままで、当時の様相を復元するには多
くの困難が伴うからである。
今回、報告した土坑で注目されるのは、P56、P78、P107のように、深さが2mに達するような深
い土坑である。これらは組み合わされて正方形や、長方形の掘立柱建物を構成する柱穴の可能怪が
大きい。しかし、それならば必要以上に深く掘られた構造上の意味が説明できないし、また覆土中
から大型の土器破片が検出される理由も簡単に説明できない。しかし、当地域の後・晩期遺跡には、
井野長割遺跡や宮内井戸作遺跡などのように、同様の土坑を伴う遺跡が数多く所在するのである。
これらの特殊なありかたも地域社会との関連で考えていく必要がある。来期は晩期と目される竪穴
住居跡の調査に取り掛かりたいと考えている。
紙数の制約上、個々人の御名前を列挙しないが、期間中、ご来跡いただき多々ご教示を賜った
方々に、厚く御礼を申し上げる次第である0(高橋龍三郎)
引用・参考文献
印播村史編纂委員会・石神台貝塚・戸ノ内貝塚発掘調査会1984『石神台貝塚・戸ノ内貝塚』
(財)印播郡市文化財センター1998『宮内井戸作遺跡I地区』
(財)印播郡市文化財センター2000『戸ノ内遺跡第5地点』
佐倉市2004『千葉県佐倉市井野長割遺跡(第5次)-市内重要遺跡確認調査報告書-』
佐倉市教育委員会2004『佐倉市埋蔵文化財発掘調査報告書井野長割遺跡(第8次)』
縄文セミナーの会2004『第17回縄文セミナー晩期中葉の再検討』
(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団2007『蓮田市久台遺跡Ⅲ』
(財)印播郡市文化財センター2007『印旗の原始.古代一縄文時代編-』
(財)千葉県史料研究財団2000『千葉県の歴史』資料編考古1
(財)千葉県教育振興財団2006東関東自動車道(木更津・富津線)埋蔵文化財調査報告書71君津市
三直貝塚-』
高橋龍三郎2002「縄文後・晩期社会の複合化をどう捉えるか」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』(第
47輯)
高橋龍三郎他2005「千葉県印播郡印旗村戸ノ内貝塚測量調査概報」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』
(第50輯第4分冊)
高橋龍三郎他2006「千葉県印播郡印播村戸ノ内貝塚第1次発掘調査概報」『早稲田大学大学院文学研究科
紀要』(第51輯第4分冊)
高橋龍三郎他2007「千葉県印播郡印播村戸ノ内第2次発掘調査概報」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』
(第52輯第4分冊)
千葉県印旗郡印施村戸ノ内貝塚第3次発掘調査概報 85
田中英世2007「井戸遺跡と内野第1遺跡」『貝塚博物館紀要』(第34号)千葉市立加曽利貝塚博物館
野田市教育委員会2003『野田貝塚-第17-18次発掘調査-』(野田市埋蔵文化財調査報告書第24冊)
野田市教育委員会2005『野田貝塚-第20-22次発掘調査-清水遺跡』(野田市埋蔵文化財調査報告書
第29冊)
野田市教育委員会2007『野田貝塚-第23次発掘調査一清水遺跡一第2次発掘調査-』(野田市埋蔵文化
財調査報告書第36冊)
三浦和信1980『印椿村の古代文化』印播柑教育委員会
三浦和信1982『印旗柑史通史1』印播村史編纂委員会
P78完掘写真(西から)
溝状遺構完掘写真(南東から)
調査区全景(北西から)
P107土器出土状況(南から)
溝状遺構遺物出土状況(C-1r-t-s :北から)
調査風景(北東から)
